　

　

　　　　  　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　山完都（さん かんつ）、通称カンツ大佐は、また本部から理不尽な

命令を受けていた。

「この私に辺那八津子のあこがれの人になれ、と？」

「そう」と恋縫。

「辺那八津子って子はガンマニアだから、あなたが適任なの。あの子の

高校の体育教師ということで手配しておいたから、うまく彼女の気を引

きなさい」

　恋縫は命令口調で言い切った。

　山完都、よわい五十を越え、いまだ恋縫のようなガキに使われ続けて

いたが、もとはベトナム戦争で特殊部隊に所属していたスペシャリスト

である。彼がＭＪ－12に忠誠を誓うようになったのは、ひとえに国士武

僧の人格にほれ込んだからに外ならないが、結果的にはこのような状態

を招いてしまっていた。

　彼は組織のため、ＭＪ－12の情報機関として活動していたが、表向き

はカンツ探偵事務所を経営する探偵主任である。カンツ大佐といえば、

ベトナム帰りのベトコン（ベトナム・コンプレックス）男として業界で

も有名である。しかし彼は禿げ頭の屈強な男であり、女子高生どころか、

恋愛自体と無縁であった。

　カンツ大佐は一度はこの話を断っていたが、国士武僧からの連絡で恋

縫の作戦に協力してくれという要請があり、仕方なくそれを受けること

にした。が、彼は色恋沙汰が不得意なので、話を同業の目下の者に回す

ことにした。

　それで選ばれたのが、駆け出しの探偵、榛原（はいばら）亜麻郎太で

ある。

　流支万岩のようなクールな二枚目ではないが、明るい好青年であった。

彼はカンツ大佐の威光で探偵として自立し、新戸町の片隅に事務所まで

かまえていた。カンツ大佐は彼の事務所に電話して、無理やりこの仕事

を押し付けたのである。

「……というわけだ。辺那八津子という女子高生が通っている女学園に

体育教師・二百山カンツとして潜入し、彼女の気をひけ」

　カンツ大佐は部下に命令するようかのようにこのことを亜麻郎太に伝

えると、一方的に電話を断ち切ってしまった。

　なんだか分からない仕事内容であったが、女学園に堂々と潜入できる

という話は悪くない。

「恋縫という幹部がお前の活動をバックアップする。まあ、うまくやる

ことだ。成功したら、お前をピンフにでも推薦してやる」

　大佐は亜麻郎太にはまだ理解できないことを言うと、適当に話を切り

上げてしまった。大佐はもともと調査専門であり、実行部隊のことに係

わる気はなかったのである。

　幹部が変な作戦に金を使い過ぎるせいか、彼の調査ために供出される

資金はごくわずかであり、しばしば活動に支障をきたしていた。そのう

えこんな色恋沙汰に付き合わされてはたまったものではない。訳分から

ない作戦に付き合わせるには、亜麻郎太のような駆け出しは絶好の捨て

駒であり、適任であるといえた。

　しかし捨て駒にされたその亜麻郎太といえば、聖イーピン女学園の体

育教師として臨時に雇われるという話に、顔がニヤつくのをおさえるこ

とができないのだった。。。

　　　　  　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　授業開始のベルが鳴って、八津子たちの前に恋縫が現れた。彼女らに

は、つい最近転任してきた女教師、愛宝（あいほう）先生である。

「今日の体育は校外実習です。というわけで特別に素晴らしい先生をコ

ーチとして呼んであります。さあ。二百山コーチ、いらっしゃい」

　と紹介して、恋縫は山完都を呼び出した。しかし姿を現してきたのは、

ジャージー姿の榛原亜麻郎太である。

《カンツ！》

　突然、恋縫の顔がアップになり、またあのオフロードの甘くせつない

メロディーがバンバンと流れだしてきた。まだあのトレンディー大作戦

は続けられていたのだ。

　突然のミュージックテーマに、おろおろと周囲を見回すだけのその場

の面々である。亜麻郎太も自分が登場するときにＢＧＭが流れるなどと

は聞いておらず、おろおろと周囲を見回すだけであった。

「カンツ！」

　と恋縫が元気よく声を出して、亜麻郎太のほうへ駆けだしだした。

　彼女は手を振りながら亜麻郎太の元へ駆け寄っていき、いきなりその

顔面に蹴りを入れる。

「カンツ大佐じゃないじゃない！」

　恋縫は問答無用に言い捨てる。

「だ、代理だ。カンツ大佐に頼まれて来たんだ」

　亜麻郎太は鼻を押さえながら、必死に弁明した。

「あら、そうなの」

「わたしを襲わないでね」

　恋縫は冷たく言い捨てた。

『こんな奴、誰も襲えるものか！』と鼻を押さえながら思う亜麻郎太で

あった。

　恋縫はカンツ大佐が裏切ったことに腹を立てて、思わず亜麻郎太の顔

にケリを入れてしまったが、彼を二百山カンツとして紹介してしまった

からにはしょうがない。山完都にはあとでおしおき攻撃を浴びせておく

として、亜麻郎太を二百山コーチにして作戦を続行することにした。

　亜麻郎太は恋縫について女生徒たちの前に立つと、ターゲットの辺那

八津子を物色した。ショートカット二段のきれいな女の子という話であっ

たが、見れば似た顔がずらりと並んでいてよく分からない。

　恋縫は二百山コーチを紹介すると、さっそく野外授業の説明に入った。

「今日は新戸町セントラルパークへ行って校外実習を行います。詳しく

は二百山コーチから」

　そう言われて亜麻郎太は、あらかじめ女生徒たちに読みわたすよう指

示されていた文書を取り出して読み上げた。

「命令書。（…？）

　新戸町セントラルパークの敵陣地において若ハゲによる活動が活発化

した。ここにおけるハゲ薬をめぐる戦いは連日続けられており、既に若

ハゲ問題は女子高生にとっても看過できない、憂慮すべき問題となって

いる。

　貴殿らも新戸町セントラルパークに出動して敵陣地を占拠し、ハゲに

関する情報を入手せよ。以上。（…？）」

　亜麻郎太はその内容などはまったく理解せず、言われた通りにそれを

読み上げていた。詳しいことを教えられていない亜麻郎太には、それが

何を意味するのか、まったく分からなかった。。。

　　　　  　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　遠くから、砲弾のうなる音がとどろいてきた。

☆！ちゅどーん！☆！ちゅどーん！☆！ちゅど♂ん！☆

　爆弾が前方の丘にある敵陣地を激しく叩きのめす。

「突撃っ!!」

　ハゲオヤジが怒号した。

　すると塹壕の中から、わらわらとサラリーマンたちが這い出してきて、

前面の丘を目指して猛然と突撃を開始しだした。カバンとカサを武器に

しての総攻撃である。しかし皆、頭の毛が薄い！

「突撃！」

　恋縫も、八津子ら女子生徒たちに命令する。

　命令されて仕方なく、迷彩ヘルメットに迷彩ズボンをはいた女子生徒

たちも塹壕からわらわらと抜け出してきた。しかしジャージー姿のまま

の榛原亜麻郎太はなかなか塹壕から這い出そうとはしない。女子高生が

いきなり戦争を始めてしまうという不条理さについていけなかったので

あるが、一緒にいる女子高生たちの中にそれを不自然だと思うものは誰

一人いなかったりしていた。

「おい、二百山コーチ！　アンタが先頭に立って突撃するんでしょ！」

　恋縫もそれが当然だというように亜麻郎太の首根っこをつかまえるや、

彼を容赦なく塹壕の外に放り捨てる。

「話が違う！」

　絶叫する榛原亜麻郎太。女子高生のブルマー姿を拝みながらの楽しい

エクササイズ！、の話が（←勝手な妄想）、みんなに迷彩ズボンをはか

れてしまった。自分の下心を読まれてしまったのか、と嘆く亜麻郎太の

顔はくやしくてたまらない。

　しかし亜麻郎太が突撃しないのを見て、恋縫は腰の拳銃を抜き取るや、

容赦なくそれを突きつけた。

「突撃しないと銃殺しちゃうぞ！」

　恋縫は亜麻郎太に銃口を突き付けて脅迫した。従わないと本当に殺す

つもりなのか、恋縫はそばに据えられていた重機関銃の引き金を引くや、

容赦なく亜麻郎太に向けてブチ撃ちだした。

「ぎゃんっ！」

　亜麻郎太は辺那八津子のあこがれの人にならねばならないという仕事

をあわてて思い出すことにし、丘の頂上へ逃げるように駆け出していく。

　ところで、その辺那八津子といえば、同級生たちとともに丘の頂上へ

の前進を続ける部隊の後ろのほうにいた。最前列の部隊は敵の猛烈な銃

撃を浴びながら丘を駆け上がっていたが、八津子たちの戦列にはまだ歩

いて行進してられるほどの余裕があった。

　ハゲ薬をめぐる戦いなどどうでもよかったのだが、成り行き上、これ

に付き合っていた。しかし武器を手渡されていない。愛宝先生は武器の

代わりに竹ボウキを手渡してきた。これで戦場を掃除しろとでもいうの

か。八津子は持ってきていた双眼鏡を手にすると、丘の頂上付近を突撃

している攻撃軍のほうを見渡してみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

